
      
 

 

「次年度につながる締めくくりを」 
校長 橋本 真 

 
次第に日差しの強さが増して暖かくなり、冬から

春へと季節の移り変わりを肌で感じるようになりま

した。いよいよ今日から年度の最終月の３月に入り、

令和５年度の幕が間もなく閉じようとしています。

そして、次の令和６年度がもうそこまで来ています。

３月は、草木がだんだん芽吹く月、環境が変わる時

期であり、別れの季節でもあります。そして、その

後には新しい出会いの時期が訪れます。また、今日

は、県公立高等学校入学者選抜の入学許可候補者の

発表日でもあります。３年生の皆さんの成果を期待

しています。 

さて、今年度の学級や学年などの仲間と一緒に過

ごすのも後僅かとなりました。残りの時間が皆さん

にとって、これまでの友情や信頼を互いに認め、心

が通い合い、さらに良き思い出をつくれるよう、一

日一日を大切にしながら過ごしてほしいと思います。

そして、自信をもって次年度に進めるよう学習や生

活面での今年度を振り返り、充実した生活を心がけ

てください。 

 

３年生へ 

 毎年のこととは言いながら、この時期には、「別

れと出会い」があります。この繰り返す「別れと出

会い」の中で生まれる環境は、自分自身の毎日を色

とりどり、鮮やかなものにしてくれます。「別れは、

過去の記憶を思い出に変える力があり、出会いは、

未来を変える力がある」という言葉を以前目にした

ことがあります。尊敬すべき人との出会いは、自分

を「より謙虚」にし、守るべき人との出会いは、自分

を「より勇敢」にし、競い合える人との出会いは、自

分を「より努力家」にします。３年生は、残り少ない

学校生活を噛みしめながら、そして、新たな場所で

の夢や希望、新たな出会いを考えながら毎日を過ご

してください。１５日は、いよいよ卒業式です。こ

の式典を素晴らしい思い出深いものにしてください。 
 

良い習慣を 

 

 

 

 

 

 

 

あるお寺の山門に記されていた言葉です。これは、

一度身に着けた良い習慣は、生まれついた性格のよ

うになり、生涯にわたり、良い生活を送ることがで

きるようになります。「どうせ無理」という言葉は、

人間の可能性を奪います。興味をなくし、行動する

前に諦め、考えなくなってしまいます。「何でもす

ぐに諦める」というのは、習慣ではなく、生まれつ

きの性格ではないかと考える人もいるかもしれませ

ん。しかし、習慣は、様々な人たちとの毎日の関わ

りや経験を通して、造られていく性格です。「変え

ることのできる性格」です。例えば、周りの友達が、

何事にも一生懸命に取り組む人ばかりであったら、

自分も一緒に行動することで、それに影響されて同

じように一生懸命努力するはずです。自分を変えよ

うと思ったら周りの人や環境を自ら変えていく必要

があります。皆さんは、自ら良い環境をつくり、自

分が成長できる人間関係を築き、一つでも多くの良

い習慣を身に着けてください。三学期から新たな進

路・新たな学年に向けて、エネルギーをチャージし

てください。 
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思考に気をつけなさい それは、いつか言葉になるから 

言葉に気をつけなさい それは、いつか行動になるから 

行動に気をつけなさい それは、いつか習慣になるから 

習慣に気をつけなさい それは、いつか性格になるから 

性格に気をつけなさい それは、いつか運命になるから 


